
アカ語アルー村方言の音素

桂 満 希 郎

は じ め に

本稿は,私が約 1年をかけてタイ国北部で行なった

アカ語の現地調査の一部を整理したものであるOこの

現地調査を行なうに当って,タイおよび日本両国の色

々な機関から多大な協力を受けた｡これらの協力 ･援

助がなかったならば,私の調査は決して行なうことが

できなかったであろう｡中でも,次にあげる諸機関に

対しては,特に感謝の意を表したい｡

(タイ国) NationalResearchCouncilofThailand;

Division ofHillTribe Welfare,Departmentof

Public Welfare,MinistryofInterior;Chiengrai

HillTribeWelfareSettlement;Provincial0氏ceof

Chiengrai;DistrictOfficeofMaechan.,Facultyof

Arts,ChulalongkornUniversity.

(日本国) 京都大学東南アジア研究センター;同バ

ンコック連絡事務所;京都大学文学部,言語学研究室｡

ここにあげられてほいないが,私の全調査を通じて

協力 ･援助をおしまれなかった多くの人達 に対 して

も,深く感謝する旨を記しておく｡特に,私が調査地

として選び滞在していた村の人達に対して,深 く感謝

の意を表したい｡

本調査の目的はアカ語の文法構造を記述することに

あるが,本稿においては,その音素体系のみを取 りあ

げ,形態論,シンタックス等については後の機会に述

べることにする｡それ故,本稿はこの現地調査で得た

資料のごく一部を整理したものにすぎず,いわば中間

報告であるから後に相当な訂正,追加が加えられるで

あろうことを付記しておきたい｡なお,本稿に現れる

地名に関しては,地図を見ていただきたい｡

07力族および7力語について

0.1. タイ国においてほ,いわゆるタイ系の諸民族
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以外に,色々な民族が居住する｡中国人,インド人を

一応除外して考えると,(1)タイ系,(2)チベット･ビ
1)

ルマ系,(3)モソ･クメ-ル系,(4)カレン系,(5)メ

オ ･ヤオ系となるだろう｡これらのうちで (2)のチべ

ット･ビルマ系に属する言語として,アカ語,ラフ･
2)

ナ語,ラフ･-請,ラフ･シ語, リス語,ビス語など

の言語が話されている｡これらは,RobertShaferの
3)

分類によると,いずれも Burmish-LoloishGroupに

属しており,ビルマ語とは近い関係にあると考えられ

ている｡そして,これらの言語を話す人達は,タイ国

では,主として北部の山岳地帯に住んでおり,生活の

基礎として焼畑農業を行なっている｡アカ族はタイ国

以外にも,中国の雲南省,ビルマのシャン州,北ラオ

スなどにも居住し,タイ国におけるアカ族は,そう遠

くない過去に, ビルマから移住 したものだと思われ

る｡ タイ国での彼らの居住地域は極めて限られてお

り,現在のところ,チエソライ県の北端部に位置する

メーサーィ,メーチャン,チエソセーソ,メースオイ

の4つの地区のみである｡最後のメースオイ地区のア

カ族はごく最近に一私の調査中に-メ～サイ地区から

少数が移住したものであり,これがアカ族の分布の南

限を成すものであろう｡タイ国におけるアカ族の人口
4)

は,GordonYoungによれば,約25,200人とされて

いるが,この統計に含まれていない村も多少はあると

思われるので,実際の数はこれを少し上まわるであろ

う.ビルマのシャン州-チエソトウソを中心とする一

には40,000人強,中国の雲南省に約48,700人,北ラオ

1)カレン諸語の系統については,まだ一致した意

見がないので,ここでは仮りに ｢カレン系｣とし

て別個に取 りあげておく｡

2)三谷恭之 ｢ラワ語の現地調査｣ 『東南アジア研

究』(1965),第3巻 第 1号,pp.150-153.およ

び三谷恭之 ｢カメート語音素体系の記述と比較言

語学的考察｣『東南アジア研究』(1965),第 3巻
第3号,参照
3)RobertShafer,"Classification oftheSino･

Tibetan Languages," Word.(1949),Vol.V,
pp.94.-111.

4)CordonYoung,TheHillTribesofNorthern

Thailand.(Bangkok:TheSiam Society,1962)
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り引用したものである｡

5)
スに約4,500人が居-住するといわれている｡しかし,ア

カ族は非常に交通の便の悪い奥地を好んで居住地とす

るので,精確な数は未だ不明なのではないかと思 う｡

アカ族がタイ国内に移 り住んだのは大体20年くらい
6)

前のことだといわれているが,その移住の流れは現在

でも依然として続いており,私の知り合いの中にも,

最近ビルマから来たのだという者がかなりある｡ ま

た,私の滞在中にも,少人数のブル-プで国境を越え

て入って来るものも相当あった｡しかし,タイ国内に

居を定めても,時をみては,国境を越えて血縁者を訪

ねたり訪ねられたりしている様である｡この事に直接

の原因があるかどうかは解らないが,アカ族がタイ国

北端の国境地帯を離れて更に南下する様な傾向は,少

くとも現在のところは,見られない｡

0.2. アカ語は,ラフ語がラフ ･ニ語,ラフ･ナ語

と分けられている様には, 分類 してよばれることな

く,どこにおいてもただ ｢アカ語｣といわれるだけで

あって単一の言語の様に思われ勝ちであるが,実際に

現地で調査してみると,あるいはこれまでに発表され

た報告の類一極めてとばしいが一に 目を通 してみる

と,必ずしもそうでないことがわかる｡これだけ広い

地域で,しかも極めてコミュニケイションの悪いとこ

ろに住んでいる点を考えれば,同じアカ語といっても,

色々なアカ語が存在するのではないかと思う｡実際に

これら方言のグループ分けをするとなると,ずっと広

範囲にわたってデータを取る必要があるだろう｡話を

タイ国内だけに限ってみて も,一つ村が異なるごとに

その言語 も少し異なっているといってよいほ どであ

る｡私は,主なる調査地として選んだ 2つの村以外に

ち,いくつかの村を歩いて,少量のサンプルを取って

みたが,わずか 10-20km離れた村同志でも,多少と

もその言語は異なっていることがわかった｡

実際にこれら方言がどういう相互関係にあるのかと

いうことは今のところ何ともいえないので,本稿で扱

うアカ語は,タイ国北部のアルー村で話されている方

言というに止める｡アル-村は,チエソラ-イの街か

ら約55km西北の山地にある｡村の人数が約400人で

あるから,山地民の村としてほ非常に大きなものであ

ろうC このアル-村より5kmほど下ったところにあ

るセ-ソチャイ村のアカ語をも調査したので,これら

両方言の相異について,最後の部分で簡単にふれるこ

とにする｡アカ族はタイ語をほとんどはなすことがで

きない｡BorderPoliceの手になる小学校の存する唯

一の村であるセ-ソチItイ 村においてすら,タイ語を

まともに使える者は数人しかいないようであった｡一

般的にいって,平地のタイ人との交渉に際しては,シ

ャン語あるいはシャン語風に変形した北タイ万言を話

す｡山地民同志の問ではラフ･ナ語がよく通じ,シャ

ン語,雲南の中国語がこれに続く｡最近ビルマから来

た者の中には,ビルマ語の使える者も相当いる｡

アルー村においてはタイ語が-北部方言ですら-ろ

5)FrankM.LeBaretal,,EthnicGroupsof

MainlandSoutheastAsia.(New Haven:HRAF
Press,1964)

6)BunchuaiSisawat, Chau Khan natThai.

(Bangkok:1963)
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くに通じないので,私はビルマから来たシャン族の青

年で,シャン語の他にアカ語,ラフ･ナ語,ビルマ語,

英語を話す男を使って調査を進めた｡主なるイソフォ

ーマントとして協力してくれたのはアパという19才の

男子であるが,棟会あるごとに他の人達に当ってデー

タをチェックすると同時に,私自身も出来るだけアカ

語で用を果すようにつとめて,自然なデータを得るこ

とに努力した｡

アカ語は,多くの少数民族の言語と同様,文字を持

たない｡ビルマにおいてほ,キリス ト教の宣教師によ

ってローマ字の正書法が考案せられ,聖書なども出版

されている様であるが,この正書法を使いこなせるア

カ族は人口的にも地域的にも非常に限られているので

はないかと思う｡タイ国のアカ語については,正書法

はもちろんないし,今までに言語調査が行なわれたこ

ともない｡ビルマ,ラオスのアカ語に関しては,今ま

でにごくわずかな報告が出ている｡また雲南省のアカ

語は中国の学者によって調査 されていることと思 う

が,私はその事情は十分に知らない｡したがって,本

報告は,私の現地調査で得られたデ-タのみに基づく

ものであって,今までに出された資料,論文の類はいっ

さい参考にしないものであることを記しておきたい｡

1 7力語アルー村方言の音素

1.1. 概略 :この報告で取り扱う最大の言語的単位

は音節である｡音節と音節との関係,あるいは音節以

上の単位については後の機会に述べたいと思う｡これ

は,現地調査で得た資料を整理する場合,まず小さな

単位から確実に整理していくべきだと考えるからであ

る｡アカ語においては,近い関係にある多くの言語に

おけると同様に, ひとつの音節は固いまとまりを成

し, 同時にひとつの形態素である場合が基本的であ

る｡それ故,ここでアカ語の音素を説明するに際して,

最小の単位として音節を取 りあげることは妥当だと考

える｡音節は音素より成 り,アカ語の音素は子音,母
7)

育,声調額の3種に分解することができる｡以下,こ

れらの各々について,音節という範囲内で説明して行

くことにする｡
8)

1.2. 音節構造 :アカ語の最大の音節構造は,下の

様な式で表わすことができる｡すなわち,
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第4巻 第1号

T

Sy-Cl(C2) Ⅴ(Ca)

この式において,Syは音節を, Tは声調類を,Cは

子音音素を,Ⅴは母音音素を,それぞれ,代表するも

のとする｡カッコで囲まれた文字は "indispensableで

ない要素''を,カッコを看しない文字は"indispensable

な要素"を表わすものとする｡これらの各文字をそれ

の表わす各要素で置きかえればアカ語の音節を得るこ

とができる｡例えば,Cl-/m/;(C2)-/j/;Ⅴ-/o/;

T-低降型声調 (/＼/で表わす)とすれば,Sy-/mj～)/

<サル> という一つの音節を得ることができるので

ある｡この方式にしたがって,アカ語アルー村方言に

おいて実際に見られる音節の構造を示し,各々につい

て例をあげる｡

′-

1
-ノ
-ヽ
-･･し

こyS

i.CIVT /si/ <血 液>

ii.C1C2VT /bjZl/ < ミツバチ>

‥11

V

●l

■l

CIVCST /mag/ < ウ マ>

C1C2VC3T /('a)･bjうp/<仲 間>

次に音節を構成する各要素について述べて行く｡

1.3. 音節初頭子音 :ここでい う音節初頭子音 と

は,1.2.の式における C1-あるいは C1(C2)-を指す

ものとする｡Cl-あるいは -(C2)-(i.e./j/)に起り

得る要素は下の表の通りである｡ 木表からわかる通

り,閉鎖音の系列においては,有声 :無声の対立の他

に,無声音においては,出気 :無気の対立がある｡鼻

音に関しては,すべて有声音で出気 :無気の対立はな

く,調音点の違いによってのみ対立を示す｡この事は

oralcontinuantについて も同様である｡摩擦音の系

列は,有声 :無声の対立があり,出気 :無気の対立は

存在しない｡これらのすべてが,C1-の位置に立ちう

るわけであるが,-(C2)一に立つものは, 先に述べた

ように,/-jソ のみである. C1(C2)-の実際に現われ

る形としては /pj-,phト,bト,mjJ のみである｡す

なわも,C1(C2)-において,-(C2)-が満たされた場

合には,C1-は必ず両唇音のどれかでなければならな

いということである｡

7)音節よりも大きな単位を考慮に入れると,例え

ば stress,juncture,intonation等の要素をも追

加しなければならないだろう｡

8)RichardB.Noss,ThaiReferenceGrammar.

(Washington,D.C∴ForeignServicelnstitute,
Dept.ofState,1964)
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Cl(C2)-の位置で各要素が対立する例を示すと下の
10)

通 りである｡

/pa-te/ 雨合羽

/ba-ba/ ほほ

/pjaJtiJ/ ひっか く

/bja/ ミツバチ

/ta-'tiI/ 塩からい

/da-ヲum/ 段は しご

/ba-1a/ 月

/cha-cha/小指

/丘aJtiI/ 堅い

/ka/ 十字弓

/ga-ma/ 道

/Xa一me/ ｢二7

/sa-了i/ 肉

/ha-kha/ 竹かご

/phえー'tb/ 借金する

/ma-sa/ 竹

/phja-'tiJ/ 熱がある

/mja-'tiT/ 多い

/tha-'til/ 置 く

/na-ja/ 耳飾り

/ca-th59/ -そ

力えー丘V ホタル

/ja/ 子供

/kha-'tiJ/ 落とす

h)畠/ 五

/Ya/ 力

/j〇Ja/ ぬれた

1.4. 音節中核母音 :1.2.に示した式において,Ⅴ

の位置を占めることのできる要素を音節中核母音と呼

ぶことにする｡アルー村方言においては,次の11個の

母音音素の対立を認めることができる｡舌の位置(前,

後および高さ), 唇の形により整理分類すると下の表

の通 りである｡

ここでいう特殊母音 /叩/というのは,音声学的に

は 〔叩〕という子音であるが,音節内での分布を考

える時,これを母音と解 した方が妥当だ と思 う｡本

稿でいう持古 ･子音というのは,その昔 自体 の性格

にもとづいて分類したものではなくて,それが音節

の中で占める分布 ･機能を考えて分類 した ものであ

前古母音

後看母音
(

l

円 唇 ; 'う

-I- - 一 二

特 殊 母 音

中核母音音素

る｡/rp/についていえば, これは必ず 〔,叩〕あるい

は 〔rllrrl〕の形で現われるが,その反対に/qlV/の様

な形は現われることがない｡ 〔'rrl〕における 〔,],お

よび 〔?rp〕における 〔rTl〕を,それぞれ/,/,/h/と

解釈すれば,〔･rrl〕は /･rp/,〔mrp〕は /h叩/として

表記することが出来る｡これらの形において,/,/お

よび /h/を音節初頭子音 Clと考えれば /rp/はVの

位置に立つことがわかる｡アルー村方言においては,

持古音素の結合は認められず,母音音素の長短による

対立も存在しない｡これ らの母音音素が対立する例を

示すと下の通 りである｡

/'A-1i/ 男の子供 /'5-10-ni/ 太 っち ょ

/1e-'tiT/ (上方へ)行 く /1e/ 市場

/lu-dh/ 井戸 /lo/ 串

/1〇一b五/ 川,流れ /1ま-'tiI/ 来る

/j〇一15/ 茶色の /,～/ 天,空

1.5. 音節末尾子音 :1.2.の式において -(C3)の位

置を占めることのできる要素をいう｡アカ語において

は,この位置に立つことのできる要素は極めて限られ

ている｡フルー村方言に関しては,/m,辛),j/のみが

-(C∴)を占めることができ,それ以外の要素がこの位

置を占める例は発見できなかった｡この言語において

ほ,音節中核母音と音節末尾子音とは切 り離すことの

できない固いまとまりを成している｡それゆえ,これ

らの結びつきがどの様な分布を成しているかを考える

ことが大切である｡下に,アカ語アルー村方言に認め

られる /-V(C8)/の形を表にして示す｡上にあげた各

-125-

9)/ph,th,ch,kh/は2つの音素の結合を示す
ものではなく, hはこれらの音素が.lLi気音である

ことを示すにすぎない｡ 1文字で表わす方がよい

が,ここでは便宜的にhを使用する｡

10)ここにおける-イフンは便宜的に音節の切れ目

を示すだけであって,何ら音素的なものではない｡
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要素のうち /j/ほ Maesai を表わすアカ語 /mトsaj/
および Thaiを表わす /thaj/の2例だけであるが.

/m旨ISag/という形も同時に並行して使われているo
また/-a王)/という形も,この/m旨-sag/およびChieng-

raiを表わす /ii-hag/においてのみ認められる｡ こ

れらの点から,/-aj,-a壬)/という形は,この様な固有

名詞にのみ現れるものであって,アカ語本来のもので

はないと考えられる｡これらは,表ではカツコで囲ま

れたものである｡この表からもわかる様に,-(Ca)の

-# i -m L -I) 【 -j

I

末尾子音音素

位置に立つ要素が非常に少なく,/-m,-9/の2つだ

けである｡これらの鼻音の分布も非常に限定されたも

のであるが,これについては後の項で述べる｡下に,

音節末尾子音が対立する例を示す｡

/sam/ /S59/ つめ

/mもーsaj/ Maesai /ii-hag/ Chiengrai

最後の /iトhag/は北部タイ語の /cie9haaj/あるいは

シャン語の /ce壬)haaj/から来ていると思われる｡

1.6. 声調類 :声調頬というのは,1.2.の式におけ

る文字Tによって表わされる要素のことである｡この

Tと,他のCあるいはⅤといった要素との違いは,級

者が音節という時間的経過において前後関係を有する

に対して,前者は音節全体に関係し,他の要素との前

後関係に立たない点にある.例えば,/m59/<馬>
(Cl-/m/,V-/〇/,Ca-/9/,T-/＼/) とい う音節

において,ClはⅤよりも前,Ⅴは C3よりも前に立つ

といった風に前後の関係にあるが,Tは /m〇g/という
要素の連続全体にわたって存在するものである｡Cl,

Ⅴ,Caが音節の初頭,中核,末尾という前後関係を成
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すに対して, Tは /CIVCa/という連続全体にかぶき

ったものだといえよう｡アカ語の声調類には次の3つ

の形が認められる｡すなわち,

I.中平型 (ML)･--声調符号をつけない｡

Ⅱ.低降型 (LF)･--＼により表わす｡

Ⅲ.高昇型 (HR)--･/により表わす｡

lのLF及び Ⅲの HRにおいては母音の長めを伴ない,

ⅠのMLにおけるよりは音節全体が長 くのはされる傾

向がある｡これらの声調頬を図によって示すと次の通

りである｡

下に,これらの声調煩が対立する例を示す｡

｢㌦ T ｢

HR

MLLF

Ej

I¶山

〇歳

4

3中～'･低
Ⅰ.ML /ba-1a/ 月

Ⅲ.HR /la-'tiI/ 来る

甘.LF /1a/ 疑問助辞

1.7. 音素の分布における限定 :アルー村方言にお

いて実際に発見せられた音節を示すと次の蓑のように

なる｡これらの他にも存在しうるわけであるが,この

表では私のフィール ドノートに実例の見られるものの

みをあげる｡また,木表では声調類は省略し,Cl(C2)

Ⅴ(C3) の形のみを示してあるので,実際の数はこれよ

りずっと多くなるだろう｡例えば,/Trl/と言う形に

は /軸/<成す,作る>,/ヰ/<天,空> というふ

たつの形がありうるが,ここでは声調類は略し,/叩1/

という形のみをあげる｡

T
/+ ---ノ＼----

1.2.にあげた Cl(C2) Ⅴ(Ca)という構造の範囲内に

あるかぎり,理論的には,どのような構造の音節でも

存在しうるわけであるが,実際には各要素の結合ある

いは分布の仕方には,ある程度の限定がある｡この表

および今までに述べて来た点からも,自ずと解ること

だと思うが,この音素分布における限定をまとめると

T

次の様になる｡ すなわち,C1(C2) Ⅴ(C5)において,

(1) -(C2)-が/j/により満たされた際には,C1-は

-126ニー



fl-::アカ語)'ルー村方 言の吉宗

Cl(CJ V(C.))

-a -J -tu -a .-m -um -u m ･-3D -aT)･~aJ

○
"○
…

0

0

0

山
C

.

.
〇

一

一

一

一

l

.

.

〇
〇

㌦

軒

亘

亘

○

亘

○
亘

o
J
o

1 27

0

0

0

0

つ

0

uae

0

IE
O
m
O

一

一

o

i
o

も

⊥

･

…

○

【
〇

m

○

-了V(Cu)

C1(C2ト＼＼-＼

"
○

Ⅶ
〇

『

.

千

'
空

i

C)

〇 〇 〇

l

0 0 .〇

〇 〇 〇phj-

bj- L !o

l

ト ;○ ≡ :○

l
d- ○ 喜○ t0 0 (○ .○ ≧○

〇 〇 〇〇 〇

○
…
○

〇 ･〇

○訂
.
0

5

0

3
0

･

○

"

l

占

…
○
.○
"
0

-

○

…
〇

六
)

.
〇

一
〇

○○

○
…
○

O

も
.

d
I.
?
.

＼r

亘

｡
亘

｡至
｡
亘

至

(⊃ iOn-

:o lo !o

I_:I I: -

L

o:

-

J

･o
j

亘

.6

.t
o

r

良 一 i O !

l

ド

kll∵ 亡

g-

!卜

X-

Y-

h一一

1

,- o i



東 南 ア iyア 研 究

両唇子音 /p,ph,b,m/のいずれかでなければなら

ない./mjb/<サル>

(2) -(C2)-が/i/によって満たされた際には,-V-

ほ/u, 0,〇,e,a/のいずれかである｡

/bja/< ミツバチ>,/'a-bj句/<仲間>

(3)-V-が /lTl/である場合は,C1-紘/,,h/の

いずれかでなければならないO

/ca-hrp/<髪の毛>,/,也/<天,空>

(4) -Ⅴ-が /rp/である場合は,-(C3)が満たされ

ることはない｡

/叩Jth/<成す,作る> /'えーhrp/<毛>

(5) -(C3)が /m/で満たされた際には,-V-は

/u,uI/ のいずれかでなければならない｡
/sdm/<三>,/,ホIdtilm-'tiI/<曇っている>
(6)-(C3) が /召/で満たされた場合には,-Ⅴ-は

/a,〇/のいずれかでなければならない｡/g59/<槍>,

/Jyi-haロ/<Chiengrai>,/m旨-sa壬I/<Maesai>

(7)-(C乞)-ほ必ず /j/でなければならない｡
/mj5/<物,事>

(8) -(C3) は必ず /m,I),3'/のいずれかでなけれ

ばならないO /Sdm/<三>,/m59/<馬>,

/mさ-safV'<Maesai>

(9) -Ⅴ-が /i/である際には,C1-が /れ/で満た

されることはない｡/丘i/<二> に対して /ni/と言

う様な形は認め られないO しかし,/丘e-'th/<捕え

る>,/nさ/<精霊> と言った様な例から,/丘/と

/n/とは相補的分布を成さないことがわかり,別の音

素とみなすべきであろう｡

1.8. 各音素の音声学的説明 :1.1.から 1.7.に至

って,アカ語アルー村方言の音節構造及び音節という

範囲内での各要素の分布の仕方について述べて釆たわ

けであるが,ここではこれらの各要素が実際にどのよ

うな音声として実現するかという点について説明す

る｡ いいかえれば,1.7.までは音節とそれを構成する

要素,すなわち音素,について述べて釆たわけである

が,本項ではこれらの音素が音声学的にどの様なもの

であるかという点を扱 うことにする｡ 各音素につい

て,その音素の置かれた環境 (すなわち,その音素の

占める位置), 同音素の音声学的な定義 ･説明という

順序で説明し,最後に例をあげることにする｡

1.8.1. 両 唇 子 音

(1) /p/:音節初頭においては,無声無気の両唇閉
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鎖音 〔p〕｡/-め,-ja/においては軟口蓋化されて〔pj〕

となる./pa-jo/<煙草>,/pjaJth/<ひっかく>

(2)/ph/:音節初頭においてほ,無声出気の両唇閉

鎖音 〔pつ｡/-め,-ja/においては軟口蓋化されて〔p̀j〕

となる.常に強い出気をともなう./pha-'山/<借金

する>,/phja-'tif/<熱がある>

(3)/b/:音節初頭では, 有声無気 の両唇閉鎖音
〔b〕｡/-わ,-ja/においては軟口蓋化されて 〔bj〕とな

る｡/b5Jtil/<吸う>,/bわー'tiT/<楽しく感ずる>

(4) /m/:音節初頭では,有声無気の両唇鼻音 〔m〕｡

/一jつ,-ja/においては, 口蓋化 されて 〔mJ〕 とな

る｡ 音節末尾においては,無声化されて 〔rpm〕とな
る傾向があると同時に,閉鎖がやや不完全となる｡

/mth-'th/<良い>,/mja-'til/<多い>,/j也m/

<家>

1.8.2. 歯 子 音

(1) /t/:音節初頭にのみ現われる｡ 無声無気の閉

鎖音 〔t〕｡/ta-'th/<塩からい>

(2) /th/:音節初頭にのみ現われる｡無声出気の閉

鎖音 〔t̀〕.常に非常に強い出気をともなう./tha-'tiI/

くさし示す>

(3) /d/:音節初頭にのみ現れる｡ 有声無気の閉鎖

音 〔d〕./d5-'tiI/<吸う,飲む>

(4) /n/:音節初頭にのみ現れる｡ 有声無声の鼻音

〔n〕｡/naJ山/<痛む>

(5) /S/:音節初頭にのみ現れる｡ 無声無気の摩擦

音 〔S〕｡/-i,-@/においては口蓋化されて 〔G]となる｡
/sa-Jyi/<肉>,/sL'tiI/<死ぬ>

(6) /1/:音節初頭にのみ現れる｡ 有声無気 の側音

〔1〕｡/-i,-♂/においては,弱い口蓋化をともなう.

/laJtil/<来る>,/'a-1i/<男の子供>

1.8.3. 硬口蓋子音

(1)/C/:音節初頭にのみ現れる｡ 無声無気の閉鎖

音 〔e〕｡/ca-hrrl/<髪の毛>

(2)/ch/:音節初頭にのみ現れる｡無声出気の閉鎖

音 〔e'].閉鎖の程度は /C/の場合より不完全である.

/'h-ch后/<頭飾 り>

(3) /]Y/:音節初頭にのみ現れる. 有声無気の閉鎖

音 〔Jy〕O/ch/の場合と同様に,閉鎖は不完全である｡

/ch,Jy/は音声学的には破擦音ともいえるが,/p,ph,

b,m/:/k,kh,g,9/:/C,-,-,良/という関係

を考える時,この/ch,]'/をダッシュの部分を満たす
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べ きものと考えるのが妥当である｡故に,音素論的に

は閉鎖音の系列に入れる｡/Jya-'tir/<食べる>

(4) /a/:音節初頭にのみ現れる｡ 有声無気の鼻音
[Jl]｡/丘i/<二>,/丘a-'tiI/<賢い>

(5) /j/:音節初頭 においては, 有声無気の半揖音

Lj〕｡音節末尾においては 〔6〕となるO/ja/<子供>,

/m旨ISaj/ <Maesai>

1.8.4. 口蓋 子 音

(1) /k/:音節初頭にのみ現われる｡無声無気の閉

鎖 ELT･〔k〕｡/ka/<十字弓>

(2)/kh/:音節初頭にのみ現われ るC 無声,Lil気の

F用賀音 〔k̀〕｡常に非常に強い損気をともなう

/khaJtiI/<落とす>

(3) /g/:音節初頭にのみ現れる｡有声無気の閉鎖

音 〔g〕｡/ga一ma/<道>

(4) /IJ/:音節初頭においては,有声無気の鼻音〔f)〕 ｡
音節末尾においては,閉鎖は極めて不完全で,前の持

晋を鼻母音化する｡例えば/sSf,/<つめ> は 〔S5:q21〕
の様に発音される｡ /!)a/<魚>, /m5f)/<罵>,

/汁-ha!ソ<Chiengrai>

(5) /Ⅹ/:音節初頭にのみ現れる｡ 無声無気の摩擦

音〔Ⅹ〕O/xa-1a/< トラ>,/ba-xo/<皮>
(6)/Y/:音節初頭にのみ現れる｡ 有声無気の摩擦

音 〔Y〕｡/ya/<力>,/Ya/く九>
1.8.5. その他の子音

(1) /,/:音節初頭にのみ現れる｡ 声門聞鎖よりも
11〕

ずっと弱い,声門の緊張とでもいうべきものである｡.

/'占/<四=--

(2) /h/:音節初頭にのみ現れる｡ 無声無気の声門
摩擦音〔hl｡/htiTJtiJ/<大きい I一-
1.8.6. 持 音

12＼
(1) /i/:前高の張唇母音 〔i十 /xイ においては無

声化する傾向がある｡/'ト'tiI/<下方へ行(:･

(2) /e/:酔いの張唇付音 〔e工/C-,ch一,汁,a-,
j-/においては, 他の場合より幾分せまくなるし/1e-

'tiJ/､二上方-行く二-,/che-xhm/<ランプン

(3) /e/:前低の張唇侍音〔e圭/1e/く市場ン,/触
JtiI/<捕える>

(4) /0/:前車の円唇廿音 ＼@上 /x-,YJ において

は 〔o@〕となる｡/jL1,-Ch6/<-あまい>,/X,3--'tit/<ぬ
すむ>,/ya/<九>

(5) /u/:後高の円唇母二洋 〔u〕,J/-nl/においては

[屯〕となる｡/phu/く村ニ-,/slim/<三>

(6) /o/:後車の円唇母音 〔o〕｡/do一mi/く尻尾>,

/'h-Xo/<帽子>

(7) /〇/:後低の円唇揖音 〔〇烏 /-9/においてほ鼻
母音化されて 〔5]となり,毎の円めはその他の場合よ

り不完全である｡/h3-'tiI/<見る>,/m5壬J./<罵>､

/8) /a/:後低の張唇母音 〔a〕｡/i/においてほ鼻

廿音化されて〔tL〕となるo/Xa-1ムーna/<黒ヒョウ>,

/mトsaT)/(JMaesai>

(9) /tu/･･高の張唇母音〔tu工/-nl/においては鼻日

音化されて[lu〕となるニ/j3-StiJ/<新 しい>,/dthm/
-:I(うすい物を数える際の類別詞)TI--, /'巾-dtiJm-'tiI/

･､曇 っている＼--

r'10T/a/:後車の張付寸音 〔a圭/sS/<酢 ､,/h〇-
j5/く柱1-

(ll)/rTl/:音声学的には,これは子音に入れるべき

ものであるが,音節における分布を考えて,音素論的

には持音と裁なすことができる｡.すなわち,この/叩/

という要素は必ず 〔叩〕あるいは 〔TprP〕の形で実現

する( これら二つの形における 〔,〕及び 〔rp〕を,

それぞれ,/,/及び /h/として現すと 〔叫ま〕/叩/と

裁なすことができるoこの /,/と /h/とを音節初頭
子音 C1 と考えれば /叩/は V,すなわち音節中核母

音と考えることができる｡例えば,/,巾/く天,空>と
いう音節を分解すると,Cl-/,/,V-/rrl/,T-/＼/と

いう風になる｡/caJlrP/<髪の毛さ,/ju-由/<今>

1.8.7. 声 調 類

(1) /声調符号なし/･.中平型の声調 ｢B立 /C1(C･})

つ:ゾの形の音節では,わずかに和音が長められるごそ

の他の形の首節では,甘首の長めを伴うことはない

/ba-1a/<月>,/h〇T./<胸>

(2) /＼′/:低降型の声 .澗 〔･｣〕っ この声調を持つ洋節

ではT封キの長めを伴うニ/C】(CLl)〇g/の形の音節にお

いては,他の場合に増して,付音の長めは署 しく,そ

れにともな一)て声調の形も [｡ご1｣のようになる｡/S:)/

ll)glottal constriction あ るいは constriction

gtottaleに当るものである｡

12)舌の位置を前･後で表わし,高さを高 ･申 ･低
にわける｡~前高と言 うのは,舌の位置が前で高い

ことを表わす｡唇の形を張唇と円唇とに分ける｡

前高の張唇といえば,その丹青を発音する際,育
の位置が前で,高 く,唇は円められていないこと

を示す｡
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<歯>,/mjb/<サル>,/g59/<槍>

(3) ///:高昇型の声調 〔45〕｡(2)の場合と同じく母

音の長めを伴う./C1(C2)39/の形の音節においては,

母音の長めは極めて著しい｡但し,/Cl(C2)um/の形

においては,母音の長めは伴わない｡ /j〇一phtil/<青

い>,/j31Y句/<かたい>,/j〇-丘dm/<短い>

2 7ルー村方言と七一ンチャイ村方言

2.1. 私はアルー村の他に七一ソチャイ村をも,主

な調査地として選んだのであるが,これら二つの村で

話されている方言は,わずか10km足らずしか離れて

いないにもかかわらず,多少の違いを示している｡こ

こで,これら2方言がどのような点で異なっているか

ということについて,簡単にふれることにする｡アル

-村方言の音素については今まで述べて来た通 りであ

るが,ここで七一ソチャイ村の音節構造を概略的に示

し,次いでこれら方言の相異点を見ることにする｡こ

れは比較言語学的考察というほどのものではなく,た

だ二つの方言の相異点を指摘するだけである｡七一ン

チャイ村方言の音節構造は,アルー村方言のそれと同

T
/ /㌔ I

様に,Sy-Cl(C2) Ⅴ(C3) で示すことが出来るので,

以下この式にしたがって述べて行 く｡

2.2. 七一ソチャイ村方言の音素 :上の式にしたが

って簡単に示すと次の諸表の通 りである｡

(1) Cl-(音節初頭子音) :

L

l
鼻 音

⊥
EiiJ

唇 歯 j硬口蓋働:口蓋】その他

lIJTf.:･･t :二 l -I
I::=L.二二 二三三g .

蘇

気
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C1(C2)-の形としては,/pト,phj-,bj-,mj-/があり,

アルー村方言の場合と同様である｡/j/以外の要素が

-(C2)-の位置を占めることはなく,-(C2)-が満たさ

れた場合には,C1-は両唇子音のいずれかでなければ

ならない｡

(2) Ⅴ (音節中核母音):

車 ≡低 il

前舌母音

後舌母音(

張 唇

円 唇 ¢

u

u

唇

唇

張

円

特 殊 母 音

(3) -(Cll)(音節末尾子音):これはアルー村方言と

同じく,/-j,-a,-m/のみである｡-(Cp)が /m/の

場合は -Ⅴ-は必ず /u,Ⅶ/のいずれか,-(C3)が

存/の場合は -V-は必ず /a,〇/のいずれか,-(C3)
が /j/の場合は -V-は必ず /a/でなければならな
い｡

(4) T (声調叛):アルー村方言と同じ様に次の 3

種である｡

1.中平型 (ML)･--声調符号をつけない｡

Ⅶ.低降型 (LF) --＼で表わす｡

Ⅲ.高昇型 (HR) -････/で表わす0

2.3. アルー村方言と七一ンチャイ村方言との相異

点 : これら両方言の相異は,音節初頭子音に関して

最も著しく,音節中核母音,末尾子音,声調類について

は,大した相異点は見られない｡したがって,ここで

はC1-の位置を占める音節初頭子音について述べるこ

とにする0両方言の音節初頭子音を見ると,セ～ソチ

ャイ村方言が28個, アルー村方言が23個となってい

る｡これらのうち,アルー村方言にあって七一ンチャ

イ村方言にないと言うものは存在しない｡七一ソチャ

イ村方言の方が5個だけ多いわけであるが,これらは

具体的には /ts-,tsh-,dz-, I-,毒-/であり, いず
れもアルー村方言には見出されないものばか りであ

る｡これら5個の要素がアルー村方言でいかなる形で

現れているかを見て行こう｡両方言の初頭子音音素の

相異をまとめると,次の図のようになる｡なお,多く

の例があるのだが,ここでは若干のものに止めておく

こととする｡
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桂 :アカ語アルー村方言の音素

アル -村方言 七一 ンチ ャイ村方言

/C-/二- 二二､一

パー/ 二 二

/j-/I

/S-/二 二

メ---/ts-/ ･--･･･････--･i.

~--/C-/ -------11･

--/tsh-/---i----iii.

--∫/dz-/ ----.･-･･.V･

-ノト/ -----･--･vl･

-ソzl′ -=------Vll･

i. アル-/Cイ:セ- ソチ ャイ /ts-/

/co-'血/

/ciJlil/

/Cを-'tiI/

/ctiJ-ji/

/cth-nu-Ⅹら/
/]ya-ca/

/mトca/

/tso-'tiI/ 建てる

/ts毒-'血/ 渡る

/tsi-'til/ 晦える

/tsth-jさ/ 友達

/tstiI-nuトXb/ 今年

召a-tsa/ スズメ

/mトtsb/ 衣服

ii. アル-/Cイ:セー ソチ ャイ /cJ

/jo-ch/

/mi-ci/

/ma-ca/

/'i-ch/

/caJtiI/

/ca-hlp/

/ci-ha/

/jo-cil/ つぼみ

/mLci/ -1､ソチ

/ma-ca/ ビン

/-i-ch/ 水

/caJtil/ 料理する

/ca-hrp/ 髪の毛

/Cトxa/ 鳴きジカ

iii.アル-/Ch-/:セ- ソチ ャイ /tsh-/

/dtl-Chi/

/ch〇Jla/

/jo-chi/

/b:)-ch39/

/1さ-chi-'tiI/

/che･-Yo/

/cha-bV

/dh-tshl'/ 根
/tsh〇-Xa/ 人

/jo-tshi/ ベル ト

/b5-tsh〇g/ 森

/1旨-tshi-'Lil/ (布を)洗う

/tsh8-yo/ いろ り

/tsh8-bi/ 永 く見場

iv.アル ー /Ch-/:七一 ソチ ャイ /chイ

/mi-chi/

/'a-cha/

/'h-ch6/

/chi/

/cha-cha/

/mi-ch毒/ ナイフ,ノ]

/-a-chb/ 乳,甘い物

/Jv〇一'tiI/ /dz〇一'tiI/ 習 う

/halye-'til/ /xa-dze-'th/ ツ/ミを吐 く

/Jytil-'til/ /dztil-'tiJ/ 水を浴びる

/JvtilJtiI/ /dztil-'til/ 買う

/mi-]ya/ /mトdza/ 火

vi. アル ー /ド/:セ- ソチ ャイ /汁/

/'hlyE一子と-'tiz/ /'h一声lyト'tiI/ 雷が鳴る

/]指Jtil/

/ia-1さ/

/Jyi-ba/

/Jya-ca/

/i5-'tiJ/ 罷る

/Jya-1毒/ 風

/Jyi-ba/ 消

/Jya-tsa/ スズ メ

vii.7ル ー /j-/:セ- ソチ ャイ /Z-/

/'a-ja/

/ja/

/h〇1'5/

/ja-mi-ja/

/ha-i血-ja/

/'a-za/ ブ タ

/Z主/ 子供

/h3-Z5/ 柱

/za一mi-za/ 女 ･妻

/Xa-dztiI-Z主/ 男 ･夫

viii.アル ー /j-/:-t- ソチ ャイ /j-/

/jさJtiI/

/jtl-'tiI/

/jtlJtiT/

/sa-ja/

/j(I)/

/ja-nla/

/j旨JtiI/

/jd-'til/

/jh-'tiI/

/弘一jb/

/jLV

/ja-111a/

ix. アル-/sl/:七 ～ ソチ ャイ /S-/

/sam/

/sa-phi/

/'a-si/

/′S:l/

/S5g/

/ma-sa/

う

る
る

り

酔

取

眠

骨

膜

ゾ

/sam/

/sa-phi/ コシ ョウ

/'a-si/ 種,実

/S5/ 歯

/S三･g/ つ め

/ma-sa/ 竹

Ⅹ.アル-/S-/:セ- ソチ ャイ /i-/

/saJi/

/si-'tiI/

/j〇一sth/

/jb-stil/

/sdm/

/mi-stl/

/昌a-5i/ 肉

/Sト'til/ 死ぬ

/j〇一芸til/ 黄色い

/j〇一昌tiI/ 新しい

/adm/ 鉄

/mi一芸h/ 松

/'h-ch6/ 頭飾 り 2.4. その他の相異点 :上に記 したものの他に次の

/〇h毒/ 米 ような例が見られるo

/cha-cha/ 小指 i. アル-/h-/:セ-ソチ ャイ /xイ
V.ァル ー /ト/:セ- ソチ ャイ /dz-/ /ho-ca/ /Xo-ca/ 不 ズ ミ
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/ch3-ha/ /tsh〇一Xa/ 人

/ha-itiI-ja/ /Xa-dztiIIZ主/ 罪,夫

/ha-h巾/ /Ⅹa-hrh/ クマ

/ha-ie-i5/ /Ⅹa-ie｣5/ インコ

ii.アルー /h-/:セ～ソチャイ /h-/

/h〇JtiI/ /h〇一'tiI/ 見る

/h5/ /h5/ めし

/j〇-h血/ /わーhth/ 大きい

iii.アルー /,-/:セ-ソチャイ /Y-/

/,5-pa/ /Y5-pa/ 野菜 (莱)

/'5-丘6/ /Y5-ab/ 野菜

以上はすべて音節初頭子音に関するもののみであ

る｡母音の異なるものとしては くゾウリ> を表わす

単語で /sa-n〇/(アルー):/Sと-n〇/(セ～ンチャイ)

の 1例があるだけである｡音節末尾子音あるいは声調

煩に関しては,両方言の間に相異は認められなかったO

お あ り に

アカ語アルー村方言の音素体系について述べて釆た

が,これは調査ノー トを整理する際の第 1段階に過ぎ

ない｡本稿では音節という範囲内で音素を扱ったわけ

であるが,更に進んで音節と音節との関係,形態構造,

文構造等々を記述して行かねばならない｡小さい単位

からより大きな単位-と整理 ･記述して行き,その各

段階において徐々に発表して行きたいと思っている｡

この意味で,本稿は最終報告の第 1章,第 1節のもと

になるものと思っていただきたい｡データを整理して

いるうちに,アカ語はビルマ語とかなり規則的に対応

すること,またラフ語, リス語などとは,近いようで

ありながら,異なった点が多く,かなり特異な言語で

あることがわかって来た｡私の調査は未だ終ったもの

ではなく,最終報告までに,もう一度村にもどること

を計画している｡アカ語の文法構造の記述,グロサ リ

ー,テキス トとこの3種を整理し終ってはじめてアカ

語というのはどんな言語であるかがわかるであろう｡

近い関係にある他の言語との比較研究はその後だと考

えている｡先にあげた,ラフ話語, リス語,ビス語な

どのすべてにわたって詳しい調査を行なうことが必要

となって来るだろう｡
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